
総務部防災交通課

自己
評価

評価内容 方向性 内容

09-005 消防団費 なし Ｃ

火災出動により、市民の安心・安全に
寄与することができた。
各地区の自主防災訓練への参加につ
いては、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大に伴い、訓練自体が延期や
中止を余儀なくされ、参加数は目標を
下回った。そのような状況下において
も、幹部等人数を限定して会議やミー
ティングを行い結束を高め、必要最低
限の人数で車両やポンプ等の定期点
検、整備を行い、有事に備えた。
警察、常備消防と協力して、商業施設
での啓発イベントに参加し、主に幼児
や児童、その父兄家族に団活動に対
する理解を求め、併せて団員の求人
活動を実施した。また、地元放送局と
協力して、新入団員の取材を受け、特
集を放送いただく等、地域密着型の啓
発活動を展開した。

改善
推進

地域の自主防災訓練については、従
前の火災消火やポンプ操作訓練と
いったものから、避難所の開設等の消
防団としての活動を伴わないものにシ
フトしつつある。消防団には、消火技
能はもとより救助能力や通信能力な
ど、様々な技能が求められるため、向
上を図っていく。
令和２年度は新型コロナウイルス感染
症により、多くの訓練が延期、中止と
なったが、今後はコロナ禍においても
実施できるものへシフトしていく必要が
あり、消防団も感染症対策を十分に施
し、参加していく。
消防団の啓発については、防災キャン
プへの参加や、小中学校での防災教
室の実施など、主に学童向けに行い、
中長期的な団員確保を進める。女性
防団員については団員確保を最優先
で進める。

09-007
消防団装備充実・強
化事業

あり Ｂ

東日本大震災において、多数の消防
団員が犠牲となったことを踏まえ、消
防団員の安全確保のために装備品の
充実、強化及び見直しが施された。こ
の趣旨を踏まえ、火災現場で使用する
防火衣は、長期間の使用による経年
劣化があるため更新を行った。

現状
維持

消防団員の安全確保を図る上で最も
重要となる防火衣について、火点への
接近頻度が高い団員分の更新を行っ
た。引き続き他の団員分の更新も計画
的に進めていく。
これまでの災害から、消防団に求めら
れる役割は大きく広がってきており、火
災消火のみではなく、救助救難や、通
信確保、現場指揮等様々な技能が求
められる。消防団の実情に応じた資機
材を計画的に配備、更新していく。

09-011 災害対策事業 なし Ｃ

新型コロナウイルス感染症感染拡大
防止の観点から、多くの自主防災訓練
が中止・縮小したことや、市の総合防
災訓練、防災啓発事業を中止したこと
により、目標値を達成することができな
かった。
しかし、従来実施していた集合型の防
災訓練を変更し、役員のみの防災勉
強会や住民全員を対象とした在宅訓
練など、新たな生活様式にあわせた防
災活動を促進し、複数の自主防災会
にて実施した。
また、市の防災講演会についても従来
の講演形式での開催を変更し、より多
くの市民に啓発するため市のホーム
ページへコラムを掲載した。

改善
推進

新型コロナウイルス感染症のまん延に
より自主防災活動が止まってしまって
いる地域に対して、新たな生活様式に
あわせた少人数での防災訓練や勉強
会を提案し、活動の再開・促進を支援
していく。
市の防災啓発事業についても、リモー
トの出前講座や防災啓発ＤＶＤの貸出
など、市民が参加・利用しやすい事業
展開を進めていく。

令和３年度(令和２年度実施事業分）事務事業評価各課総括表・２次評価表
２次評価者

防災監　柘植　信彦

整理№ 事務事業名

３か
年実
施計
画

事業の評価・課題 今後の事業の方向性



総務部防災交通課

自己
評価

評価内容 方向性 内容

令和３年度(令和２年度実施事業分）事務事業評価各課総括表・２次評価表
２次評価者

防災監　柘植　信彦

整理№ 事務事業名

３か
年実
施計
画

事業の評価・課題 今後の事業の方向性

09-014
感震ブレーカー設置
促進事業

あり Ｄ

職員が申請者宅へ訪問し取付・申請
の補助をすることが本事業の利点だ
が、新型コロナウイルス感染症の影響
により職員の訪問を避ける世帯が多
く、実績値が伸び悩んだ。また、例年
実施している火災延焼拡大地域への
集団斡旋の実施を控えたことも要因と
なった。
実際に職員が申請者宅を訪問する際
は、手指の消毒や短時間での作業実
施に努めるなど感染防止策を徹底して
事業を実施した。

合理
化

市ホームページや事業啓発チラシに
職員の訪問時の感染防止策を掲載す
ることで事業に安心感を持たせ、申請
者の増加を図る。
防災訓練や出前講座にて積極的に事
業啓発するとともに、火災延焼地域へ
の設置促進には地域の協力が不可欠
であることから、自治区との調整に努
め、共同購入の斡旋やキットの取付な
どを支援していく。

09-015
災害対策資機材等
強化整備事業

あり Ａ

避難所の機能向上及び避難者の生活
再建の早期化に向けて、避難所運営
に必要なはそりセットや公衆衛生対策
に必要な紙おむつ、便収納袋を整備し
た。また、要配慮者支援に必要な避難
所用スロープを新たに整備し、どの避
難所においても車いすやシルバーカー
を利用した要配慮者が出入りをしやす
い環境整備に努めた。
併せて、避難所内での感染症まん延
防止を目的とした避難所用ワンタッチ
テントや、医師等が応急救護所にて行
う医療行為中の感染を防止するため
の陰陽圧式テントなどの資機材を整備
し、避難所等での感染症対策を強化し
た。

現状
維持

資機材の備蓄数量について、感染症
を踏まえた適正数量に変更した結果、
一部資機材について追加購入が必要
となったことから、追加配備を進めてい
く。
今後も社会情勢にあわせ、適正な数
量、重要度の高い資機材の計画的な
整備に努める。

09-016
災害対策資機材等
更新事業

あり Ｂ

令和2年度は従来の飲料水や備蓄食
糧の更新に加え、液体ミルクの備蓄・
更新を新たに開始した。液体ミルクは
賞味期限が18か月と長期保存が難し
いため、ミルクを飲む園児が通園して
いる市内保育園へ定期的に配布する
など、計画的なローリングストックを実
行している。
また、新型コロナウイルス感染症の影
響で必要数が増えた消毒液について
も、通常予定していた備蓄品の購入を
次年度購入にするなど更新計画を一
部変更し、十分な量の確保に努めた。

改善
推進

令和3年度については、従来購入して
いた備蓄用ビスケットから備蓄用パン
の購入へと計画変更を予定している。
これは、自主防災訓練などで出た地域
住民の意見を取り入れ、高齢者や幼
児でも食べやすい備蓄品へ見直した
ため。
また、避難所の公衆衛生対策として、
使用1回分の容器に入った液体ハミガ
キを整備する。
今後も地域の意見を取り入れた資機
材整備・更新を進めていく。
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09-019 交通安全推進事業 なし Ｃ

市内各幼稚園・保育園・小学校等にて
189回（延べ23,874人参加）の交通安
全教室を実施し、子ども達の交通安全
に関する知識を深めた。高齢者には、
補助金申請等の来庁時に啓発品を配
布するほか、要請に基づく講話、高齢
者宅への啓発資料郵送（1,029件）等、
感染防止に配慮した手段で交通安全
意識の向上を図った。また、マイレポ
はんだ等から寄せられた情報を基に
早期に危険箇所を把握し、警察や道
路管理者と連携して交通安全環境の
向上を図った。本市では、令和元年の
人身事故件数432件（うち死亡事故1
件）から令和2年は403件（うち死亡事
故2件）に推移し、減少傾向ではあるが
依然として死亡事故は発生しているた
め、関係団体と連携した啓発活動によ
り交通安全意識を高めるとともに、交
通危険箇所の解消を継続的に進める
必要がある。

拡充
推進

子どもや死亡事故における割合の高
い高齢者を中心に、コロナ禍でも実施
可能な啓発方法で交通安全意識を高
めるとともに、交通危険箇所の解消に
より交通安全環境を向上することで人
身事故の減少に繋げる。

09-021
高齢者運転免許自
主返納促進事業

あり Ｂ

令和元年10月より、運転免許を自主
返納した方へバス利用券あるいはタク
シー利用券を交付する高齢者運転免
許自主返納促進事業の制度を開始
し、令和2年度には363件の交付を行っ
た。
本事業は、市内公共交通バス環境を
前提とした支援内容であるため、バス
環境の維持向上と併せて推進する必
要がある。

改善
推進

市内交通事故の低減につなげるた
め、制度の啓発を強化し、今後も引き
続き運転免許を返納した高齢者の移
動手段の支援を進めていく。

09-023
放置自転車等対策
事業

なし Ｂ

市営駐輪場の清掃や巡視、撤去勧告
等を行い、放置自転車として452台処
理するなど、駐輪場の適切な管理に努
めることができた。
また、継続的課題となっている駐輪場
内での自転車盗難被害防止のため、
ナッジ理論を活用した啓発看板を設置
し、駐輪場利用者の施錠意識向上を
図った。

現状
維持

既存の各市営駐輪場において、引き
続き自転車の整理や空きスペースへ
の誘導を行い、利用しやすい環境を整
える。また、一定期間以上放置されて
いる自転車への警告札貼付けを徹底
し、放置自転車の適切な処理を行う。
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09-025 公共交通対策事業 あり Ｂ

平成30年3月30日に策定した「半田市
地域公共交通網形成計画」により、同
年10月に路線バスの大幅再編を実施
し、再編後、路線改善や利用環境の向
上に取り組んできた。
令和2年度には、バス停の待合環境の
改善をはじめ、コロナ禍に対応しコミュ
ニティバス車内における抗菌・抗ウイ
ルス対策を実施するなど、バス環境の
向上や利用促進を図った。また、令和
2年10月には交通空白地域となってい
た岩滑地区に地区路線バスＢ（岩滑小
線）を導入し、新たな交通手段を確保
した。今後も、継続的な課題となってい
る交通空白地域の解消に向け取り組
んでいく。

拡充
推進

既存路線については、利用を促進す
べく、バスロケーションシステムの運用
やインターネット上の民間媒体への情
報露出、地元バス会との協働による広
報活動の推進を図る。
また、引き続き、交通空白地域の解消
を図るため、成岩東部、瑞穂地区に新
規路線を導入するとともに、有脇地区
では新たな交通手段の確保に向けた
取組を進める。

09-027 防犯活動事業 なし Ｂ

令和２年９月に半田警察署と協定を結
び、ドライブレコーダーを「動く防犯カメ
ラ」として活用する「半田市ドラレコ隊」
を結成するほか、普段の生活のなか
で防犯に気を配る「半田市ながら防犯
パトロール隊」を結成し、地域の見守り
の目を増やす取り組みに注力し、まち
全体の防犯力の底上げを図った。ま
た、子どもの防犯意識高揚のため、市
内保育園での連れ去り防止防犯教室
や不審者対応訓練を実施した。一方、
自転車盗や多様化する特殊詐欺被害
が継続的な課題となっているため、引
き続き、行政、関係団体、市民が一体
となった防犯活動に取り組む。
刑法犯認知件数：令和２年472件（令
和元年647件）対前年比△175件△

現状
維持

市内刑法犯発生件数は減少している
が、依然として自転車盗や特殊詐欺が
多発しているため、研修会の開催や、
パトロール資材の提供を行い、防犯ボ
ランティア活動の活性化を図るほか、
「半田市ドラレコ隊」「半田市ながら防
犯パトロール隊」の活動を周知し、まち
全体の防犯力の底上げを図る。
また、警察や事業所等の関係機関と
連携し、コロナ禍における新たな防犯
啓発活動に取り組む。

09-029
雁宿駐車場管理運
営事業

あり Ｃ

使用料及び雁宿ホール利用者減免負
担金を合わせた収入は14,977千円で
対前年比48％の減となり目標値を
9,022千円下回った。イベントの中止や
利用者人数の制限による雁宿ホール
利用者減が主要因であり、定期契約
は付近事業所の人事異動や在宅勤務
への移行等のため減少。周辺事業所
への営業や市報掲載、場内掲示等を
実施し、新規契約を得たものの契約者
総数の増加に転じることはできなかっ
た。
一方、施設面では、築29年を迎え、老
朽化に伴う修繕や設備更新が必要と
なっており、消防設備や照明を修繕し
たほか、エレベーター設備を部分更新
し利用環境の向上を図った。

改善
推進

安定的な財源確保のため、市報等に
よる広報や周辺事業所への営業の継
続により定期契約者数の増加を図る。
また、施設面では随時の部分修繕に
加え、老朽化した設備の更新を計画的
に行い利用環境の整備を進める。

課等長 １次評価（令和２年度の総括評価）

部等長 ２次評価（令和２年度の総括評価並びに今後の方針及び指示事項）
　どの分野においても、公共と市民との協働が重要なポイントになっており、コミュニティバスの新規導入や新たな補助制
度の確立を進める一方で、参画意欲のある市民が活動しやすい環境を整えるため、新たな組織の発足や資材・情報提
供など、活動支援に注力した。人身事故件数や犯罪件数は減少傾向を示しており、市民意識の向上や日頃の市民活動
が一因となって結実した成果であり、今後も市民力を引き出す工夫を継続する。
他方で、コロナ禍の影響により通常の催事や啓発活動が著しく制限されたことから、例年に比べて情報発信が不十分と
なったことは、継続課題として捉えている。Withコロナに対応した新たな啓発手段を模索し、充分かつタイムリーな情報発
信を行うことで、意識の醸成を図り、より一層安心・安全な社会の実現につなげる。

Ｃ


